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報告（１）・・特別国民体育大会（燃ゆる感動 鹿児島国体）剣道競技 少年女子の部 準優勝 

標記大会が令和 5年 10月 8日(日)～10月 10日(火)、鹿児島県霧島牧園アリーナで開催されました。九州ブロック大会１位通過

の長崎県チームの少年女子は決勝戦で地元鹿児島県に大将戦までもつれる素晴らしい試合運びでしたが、惜しくも本数差で準優勝

となりました。 選手達は全員あきらめる事なく、最後まで攻めの試合を貫いてくれました。 

成年男子は１回戦岩手県と対戦し、２－２の代表戦で惜しくも敗れました。（大会結果詳細は県剣連ホームページに掲載）                                       

【試合結果】 

 

【少年女子の部】準優勝 長崎県 

【決  勝】 ×長崎県 ２－２ 鹿児島県 〇 

        本数負け 

【準決勝戦】 〇長崎県 ２－１ 佐賀県  ×  

【２回戦】  〇長崎県 ２－０ 兵庫県  × 

【１回戦】  〇長崎県 ２－１ 秋田県  × 

【競技成績】長崎県 

少年女子 2位、女子総合 2位、競技別 7位 
 

少年女子  長崎県代表チーム 

【決勝戦】×長崎県２（２）－２（３）鹿児島県〇 

      本数負け 

 鹿児島 ２ ― ２ 長 崎 × 

先鋒 〇 藤崎 メメ ー  峯 × 

次鋒 × 野口  ― ツ 嵜田 〇 

中堅 □ 平山  ×  山浦 □ 

副将 × 川崎  ― メ 久田 〇 

大将 〇 盛迫 ド ―  寺川 × 
 

 

 

 

  

成年男子  長崎県代表チーム 

決勝戦に挑む長崎県チーム 決勝戦にて堂々と戦う寺川舞選手 

【成年男子の部】【１回戦】×長崎県２－２岩手県〇 

 〇 岩手県 ２ ― ２ 長崎県 × 

先鋒 × 遠藤（剛）  ー メ 前田 〇 

次鋒 〇 古舘 メ ―  開 × 

中堅 × 平山  ― メ 藤山 〇 

副将 〇 八重樫 メ ―  小野田 × 

大将 □ 遠藤（岳）  ×  梅田 □ 

代表 〇 遠藤（岳） コ ―  梅田 × 
 

 

先鋒  前田聖直 長崎県警 

次鋒 開 達志 長崎県警 

中堅 藤山光治 長崎県警 

副将 小野田稔秀 長崎県警 

大将  梅田福一郎 長崎県警 

 

 
剣道だより（KENDO Nagasaki） 
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報告（２）・・令和 5年度第 70回記念県下剣道大会  

標記大会が令和 5年 10月 29日(日)、清々しい秋晴れの中、諫早市の西陵高等学校体育館で開催されました。今回は 70回記念

大会として 55歳以上の部（3人制）を新たに設け、盛大に開催することができました。県内各地から 55歳以上 12チーム、35歳以上

17チーム、35歳以下 16チーム、合計 45チームと、昨年の倍以上のチームが出場し、北京（中国）からの参加もあり、盛大に開催す

ることができました。 

   

  
 

学校剣道連盟の集合写真  機動隊 A と機動隊 Bの集合写真 機動隊 A と機動隊 Bの決勝戦 

   
記念大会で北京（中国）チームが参加 北京（中国）チーム大将 張選手 チームの活躍に応援をする選手たち 

報告（３）・・令和 5年度 第 9回長崎県杖道大会  

令和５年９月２４日（日）コロナ過で中断されていた標記大会が４年ぶりに開催されました。今回は、福岡県からも参加を頂き段外

から五段までの個人戦をはじめ各道場対抗の団体戦もあり会場は終始、白熱した試合が展開されました。 

 
        

橋本杖道部長挨拶  指定技を演武する選手 稽古してきた技を演武する選手 

【試合結果】 

個人の部 優勝 ２位 ３位 

段外の部 木村 秀俊 長崎成杖会 松山 次郎 長崎成杖会 東 翔太朗 長崎成杖会 

初段の部 石本 寿仁 無心館 北野アキ子 長崎杖道会 ―――― ―――― 

二段の部 曾 弋 八幡杖道会 

（福岡） 

浴口 勝也 筑紫会（福岡） 瀬戸口 惇 長崎杖道会 

三段の部 中原 睦子 梟八幡 ファーガソン・レ

ズリ 

長崎杖道会 中原 暎二 梟八幡 

四段の部 柿本由貴美 博錬会（福岡） 江川 哲也 長崎杖道会 児島 繁子 梟八幡 

五段の部 藤井猪一郎 長崎成杖会 甲斐田裕文 博錬会（福岡） 井手美紀子 梟八幡 

団体の部 長崎杖道会Ａ（長崎県） 博錬会（福岡県） 長崎成杖会 A（長崎県） 
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報告（４）・・58回全日本居合道大会都道府県対抗優勝試合 畑中健佑 3位入賞  

標記大会が令和 5年 10月 21日（土）東京武道館にて開催されました。五段、六段、七段の都道府県代表選手がトー

ナメント方式で古流 2本(自由技)、全日本剣道連盟居合 3本(指定技)の計 5本の技で対戦し、各段の個人のポイントの

合計で団体の総合成績となります。 

本県からは監督として高木志伸居合道教士七段、選手として宮﨑大輔（七段の部）、畑中健佑（六段の部）、作永憲昭

（五段の部）の 3名が参加しました。長崎県は 47都道府県中、12位（6.16点）でした。優勝は静岡県、2位新潟県、3位

が群馬県でした。個人は七段の部 宮﨑大輔が 2回戦敗退、五段の部 作永憲昭 2回戦敗退、六段の部 畑中健佑が

3位入賞でした。 

【試合結果】  長崎県 団体戦 12位  

七段の部  宮﨑大輔（友釼会 大村市）2回戦敗退 

六段の部  畑中健佑（遊道会 長崎市） 第 3位 

五段の部  作永憲昭（葉志塾 佐世保市）2回戦敗退  

   
全日本居合道大会 長崎県選手団 指定技 6本目・諸手突き 残心  六段の部 畑中健佑（長崎市 遊道会） 

全日本居合道大会へ参加して  畑中健佑（長崎市 遊道会）  

この度、第 58 回全日本居合道大会へ六段代表として出場させていただき、3 位入賞という結果となりました。監督の高木志

伸先生をはじめ、強化稽古選手の皆様からご指導をいただいた結果だと思っております。 

2021 年（令和 3 年）第 56 回全日本居合道大会では五段の部で 3 位入賞になった時の経験をもとに、今大会では精神面や

技術的な面で多くのことを準備してきました。その中でも試合の際にはあれこれと考えてしまう傾向がありましたので、極力こ

れだけは最重要点のことをシンプルに試合前に意識するだけにして、あとは仮想敵だけを意識することを第一にしようと心掛

けて試合に挑みました。また、試合が 2 回戦、3 回戦と進む中で、監督の高木先生より演武中に「まばたきを我慢すること」で

仮想敵を意識することができ、自然に「気迫」と「間合い」が取れてくるというアドバイスを頂き、試合の際にはそれを実践するこ

とを第一に努めました。その外にも自分の試合の間隔がトーナメントを進むごとに狭まる中、栄養補給や水分補給は意識をし

て取り組みました。稽古場での練習も最低限に留めしっかりと体力を温存するようにも心掛けました。 

ファイナルステージの闘いとなる準決勝戦に進むと、演武のために試合まで約１時間の時間待ちとなり、サブ道場での各段

の代表だけが稽古する雰囲気やその間の過ごし方が前回と同様に今回も思うように調整ができなかったのが、敗因の一つで

はないかと思います。試合が進むにつれて汗を吸って滑りにくくなった帯の替えの準備や、栄養補給の仕方も、もう一工夫しな

いといけないと強く感じました。少しでも考えられるであろうことは、しっかりと準備をして万全の対策をして臨むことが大事だと

再認識しました。来年の全日本居合道大会にも長崎県代表選手として参加する資格を頂けるよう、またしっかりと稽古をしてい

きたいと思います。 

お知らせ（１）・・令和 5年 11月～１2月の行事予定 

 

令和 5年度第 25回県下剣道祭開催 

 
日時：令和 5年 12月 24日（日）９：３０開会 

場所： 長崎県立総合体育館（サブアリーナ） 

内容：  

１） 日本剣道形試合 

２） 紅白試合 

① 居合道 3 組 

② 杖道   3組 

③ 剣道   小・中・高 男女各 2組 

一般男女 合計  9組 

 


